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経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
保

険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険

料
免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制
度
（
50
歳

未
満
）」
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

将
来
の
「
老
齢
基
礎
年
金
」
や
、
障
害
・
死

亡
と
い
っ
た
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
と
き
の

「
障
害
基
礎
年
金
」・「
遺
族
基
礎
年
金
」
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
・
猶
予
の
申
請
は
、
申
請
日
か
ら
２

年
１
カ
月
前
の
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
で
き

ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
）
制
度

　

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
全
額
免

除
ま
た
は
一
部
免
除
。

※
一
部
免
除
は
、
減
額
さ
れ
た
保
険
料
を
納

め
な
い
と
未
納
期
間
と
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
納
め
て
く
だ
さ
い
。

▽
納
付
猶
予
制
度

　

50
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
、
配
偶
者
そ
れ

ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

全
額
猶
予
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
の

わ
か
る
も
の

②
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の

　

市
で
は
、
ご
み
減
量
化
促
進
事
業
の
一

環
と
し
て
、
生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
の
普

及
を
図
っ
て
お
り
、
購
入
者
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

▽
補
助
対
象
と
な
る
も
の

①
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器　

土
中
の
微
生
物
の

活
動
を
利
用
し
、
厨
芥
類
な
ど
の
生
ご

み
を
分
解
さ
せ
て
堆
肥
化
さ
せ
る
容
器

②
Ｅ
Ｍ
生
ご
み
処
理
容
器　

有
用
微
生
物

群
の
活
動
を
利
用
し
、
厨
芥
類
な
ど
の

生
ご
み
を
発
酵
さ
せ
て
堆
肥
化
さ
せ
る

容
器

③
機
械
式
生
ご
み
処
理
機　

生
ご
み
を
発

酵
・
乾
燥
な
ど
の
方
法
に
よ
り
分
解
し
、

減
量
化
ま
た
は
堆
肥
化
さ
せ
る
機
械

※
機
種
の
メ
ー
カ
ー
や
大
き
さ
・
形
に
指

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
補
助
対
象
物
で
あ

れ
ば
ど
こ
の
販
売
店
で
購
入
さ
れ
て
も

補
助
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
送
料
、電
気
料
、

設
置
工
事
費
、
発
酵
促
進
剤
、
分
解
媒

体
剤
な
ど
は
補
助
対
象
外
と
な
り
、
対

国
民
年
金
保
険
料
が
納
付
で
き
な
い
と
き
は

「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
」の
申
請
を

家
庭
で
エ
コ
ラ
イ
フ

生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
の

　

購
入
費
を
補
助
し
ま
す

③
印
鑑

※
失
業
な
ど
で
申
請
を
行
う
方
は
、
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は
雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
票
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

(

注
１
、２)

保
険
料
を
全
額
納
め
た
場
合
と
比

べ
て
、
受
け
取
る
年
金
額
の
割
合
は
左
記
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。

【
平
成
21
年
４
月
以
降
の
免
除
期
間
】

・
全
額
免
除
の
場
合
：
２
分
の
１

・
４
分
の
３
免
除
の
場
合
：
８
分
の
５

・
半
額
免
除
の
場
合
：
４
分
の
３

・
４
分
の
１
免
除
の
場
合
：
８
分
の
７

（
注
２
）「
一
部
免
除
」
に
つ
い
て
は
、
減
額

さ
れ
た
保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
２
年
を

越
え
る
と
、
時
効
に
よ
り
納
め
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
免
除
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
申
出
に
よ
り
保
険
料
を
あ

と
か
ら
納
め
る
こ
と（
追
納
）が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
追
納
す
る
対
象
期
間
の
翌
年
度

か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降
に
保
険

料
を
追
納
す
る
場
合
に
は
、
当
時
の
保
険

料
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

▽
申
請
場
所

　

市
民
課
国
保
年
金
係

▽
問
合
せ

　

市
民
課
国
保
年
金
係

　

☎
73

−

６
６
１
１

　

千
葉
年
金
事
務
所

　

☎
０
４
３

−

２
４
２

−

６
３
２
０

区　分 納　付 全額免除 一部免除 納付猶予
（学生納付特例） 未　納

老齢・障害・
遺族基礎年
金の受給資
格期間に…

含まれる 含まれる 含まれる 含まれる 含まれない

老齢基礎年
金の年金額
に ･･･

計算される 計算される
( 注 1)

計算される
( 注 2) 計算されない 計算されない

▽「納付・全額免除・一部免除・納付猶予」と「未納」の違い
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勝
浦
市
で
は
、
過
去
に
公
的
に
風
し
ん
の

予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
が
な
か
っ
た
男
性

を
対
象
に
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
を

実
施
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
７
月
上
旬
か
ら
ク
ー
ポ
ン

券
を
送
付
し
ま
す
。

▽
対
象
者
　
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
54

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

※
対
象
者
の
う
ち
、
今
年
度
は
、
昭
和
47
年

４
月
２
日
～
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
男
性
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行･

郵
送
し

ま
す
。

※
抗
体
検
査
の
受
検
希
望
者
が
集
中
し
な
い

よ
う
３
カ
年
計
画
で
段
階
的
に
ク
ー
ポ
ン

券
を
発
行
し
ま
す
。

　

今
回
送
付
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
方
（
昭

和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
47
年
４
月
１
日
生

ま
れ
）
で
も
、
ク
ー
ポ
ン
券
の
発
行
は
で
き

ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
実
施
期
間

　

令
和
元
年
７
月
９
日
～
令
和
２
年
３
月
31

日
（
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
間
）

※
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
は
令
和
４
年
３
月

31
日
ま
で
実
施
し
ま
す
が
、
抗
体
検
査
・

予
防
接
種
を
受
け
る
た
め
の
ク
ー
ポ
ン
券

は
期
限
を
設
け
て
あ
り
ま
す
。
上
記
期
間

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
検
査
を

　
　

風
し
ん
追
加
対
策
事
業

　
　
　
　
　
（
第
５
期
定
期
接
種
）
の
実
施

を
過
ぎ
ま
す
と
ク
ー
ポ
ン
券
の
再
発
行
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▽
負
担
金
額

　

抗
体
検
査
お
よ
び
予
防
接
種
費
用
：
無
料

※
た
だ
し
予
防
接
種
は
、「
抗
体
な
し
」
の
方

に
限
り
ま
す
。

※
必
ず
、
ク
ー
ポ
ン
券
お
よ
び
住
所
・
氏
名
・

年
齢
が
確
認
出
来
る
も
の
（
保
険
証
・
運

転
免
許
証
な
ど
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
し
な
い
場
合
無
料
と
な
り
ま
せ
ん
。

▽
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
の
流
れ

　

ク
ー
ポ
ン
券
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら

①
抗
体
検
査
を
受
け
ま
す
。（
受
け
る
に
あ

た
っ
て
は
医
療
機
関
へ
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
）

②
抗
体
検
査
の
結
果
を
確
認
し
ま
す
。（
結
果

が
出
る
ま
で
一
週
間
か
ら
10
日
程
度
か
か

り
ま
す
）

③
検
査
結
果
が
「
抗
体
な
し
」
の
場
合
、
予

防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
予
防
接
種
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
は
医
療

機
関
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
勝
浦
市
内
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種

医
療
機
関
一
覧

　

勝
浦
診
療
所
（
松
野
４
４
８
‐
１
）

　

☎
77

−

０
３
３
１

　

越
後
貫
医
院
（
墨
名
６
７
２
）

　

☎
73

−

３
１
３
７

　

塩
田
病
院
（
出
水
１
２
２
１
）

　

☎
73

−
１
２
２
１

　

川
上
医
院
（
興
津
１
４
７
）

　

☎
76

−

０
３
０
１

　

長
島
医
院
（
興
津
８
８
１
‐
５
）

　

☎
76

−

０
０
５
２

※
右
記
の
医
療
機
関
は
抗
体
検
査
・
定
期
接

種
の
ど
ち
ら
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
右
記
以
外
の
医
療
機
関
な
ど
で
も
抗
体
検

査
・
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

上
記
以
外
の
医
療
機
関
な
ど
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
厚
生
労
働
省
の
Ｈ
Ｐ
で
確
認

す
る
か
、
直
接
医
療
機
関
な
ど
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他

　

上
記
対
象
者
の
う
ち
、
ク
ー
ポ
ン
券
発
行

前
に
抗
体
検
査
、
予
防
接
種
を
受
け
た
方

は
公
費
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
市
民
課
健
康
管
理
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　
市
民
課
健
康
管
理
係

　
　
　
　

☎
73

−

６
６
１
４

象
と
な
る
の
は
容
器
・
機
器
だ
け
で
す
。

▽
補
助
金
交
付
対
象
者
の
条
件

①
本
市
に
住
所
を
有
し
、
居
住
し
て
い
る

方
②
堆
肥
化
さ
れ
た
ご
み
を
、
設
置
者
が
自

ら
処
理
で
き
る
こ
と

③
購
入
し
て
か
ら
１
年
以
内
で
あ
る
こ
と

④
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

▽
１
基
あ
た
り
の
補
助
金
の
額

①
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器

　

購
入
額
（
税
込
）
の
１
／
２
、
限
度
額

３
，０
０
０
円
（
１
世
帯
２
基
ま
で
）

②
Ｅ
Ｍ
生
ご
み
処
理
容
器

　

購
入
額
（
税
込
）
の
１
／
２
、
限
度
額

３
，０
０
０
円
（
１
世
帯
２
基
ま
で
）

③
機
械
式
生
ご
み
処
理
機

　

購
入
額
（
税
込
）
の
１
／
２
、
限
度
額

３
０
，０
０
０
円
（
１
世
帯
１
基
ま
で
）

※
す
べ
て
１
０
０
円
未
満
の
端
数
は
切
り

捨
て

▽
補
助
金
の
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
（
認
印
可
）

②
領
収
書
（
氏
名
と
品
名
が
記
入
さ
れ
た

も
の
）

③
振
込
先
の
金
融
機
関
名
・
支
店
名
・
口

座
種
別
・
口
座
番
号
・
口
座
名
義
人
が

わ
か
る
も
の

※
一
度
補
助
金
を
受
け
ら
れ
た
方
で
も
購

入
後
５
年
を
経
過
し
、
か
つ
使
用
不
能

と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
再
度
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
申
請
・
問
合
せ

　

清
掃
セ
ン
タ
ー

　

☎
73

−

２
３
７
０
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職　種 受　験　資　格 試 験 内 容 採用予定人員

一般行政職
（上　級）

平成元年４月２日から平成１０年４月１日までに生まれた者で、学歴を問わない。
※平成１０年４月２日以降に生まれた者で、学校教育法に基づく大学（短期大学
を除く）を卒業したもの。
（令和２年３月までに卒業見込みのものを含む）

択一式教養
および作文 若干名

土木職
（上　級）

平成元年４月２日から平成１０年４月１日までに生まれた者で、学歴を問わない。
※平成１０年４月２日以降に生まれた者で、学校教育法に基づく大学（短期
大学を除く）を卒業したもの。
（令和２年３月までに卒業見込みのものを含む）

択一式専門
および作文 若干名

保育士 平成３年４月２日から平成１２年４月１日までに生まれた者で、資格を有す
るものまたは令和２年春季までに資格取得見込みのもの。

択一式専門
および作文 若干名

社会福祉士 平成元年４月２日以降に生まれた者で、資格を有するものまたは
令和２年春季までに資格取得見込みのもの。 作　文 若干名

▽職種・受験資格など

勝
浦
市

市
職
員
募
集
! !

（
平
成
30
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

勝
浦
市

市
職
員
募
集
! !

（
平
成
30
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

勝
浦
市

市
職
員
募
集
! !

（
令
和
２
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

試
験
日　

９
月
22
日
㈰

会　

場

　

勝
浦
市
役
所

　
　
　
　
　
　
　
　

受
付
期
間

７
月
29
日
㈪
～
８
月
13
日
㈫
ま
で

　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
８
時
30
分
か

ら
17
時
15
分
ま
で
受
付
）

※
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
８
月
13

日
㈫
消
印
有
効

申
込
書
の
配
布

　

７
月
５
日
㈮
か
ら
配
布
し
ま
す
。

　

申
込
書
の
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に
「
試
験
申
込
書
請
求
」
と

朱
書
き
し
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
返
信
用
封

筒
に
宛
先
を
記
入
の
う
え
、
１
４
０
円

切
手
を
貼
っ
て
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

総
務
課
職
員
係

　

〒
２
９
９

−
５
２
９
２

　

勝
浦
市
新
官
１
３
４
３
番
地
の
１

　

☎
73

−
６
６
４
３



勝
浦
の
　
　 

が
は
じ
ま
る
よ
！

市
内
の
海
水
浴
場
が
一
斉
オ
ー
プ
ン

　

勝
浦
市
で
は
、
皆
さ
ん
に
安
全
で
安
心
に
海

水
浴
場
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
ル
ー
ル

を
定
め
た
「
勝
浦
市
安
全
・
安
心
な
海
水
浴
場

の
確
保
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

市
内
海
水
浴
場
に
お
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
の

で
、
ル
ー
ル
の
遵
守
を
お
願
い
し
ま
す
。

海
水
浴
場
の
開
設
期
間

　

勝
浦
中
央
海
水
浴
場
・
鵜
原
海
水
浴
場

　

守
谷
海
水
浴
場
・
興
津
海
水
浴
場

　

７
月
13
日
㈯
～
８
月
18
日
㈰
開
設

※
開
設
期
間
外
は
監
視
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

遊
泳
時
間

　

８
時
30
分
～
17
時

遊
泳
は
『
海
水
浴
場
内
』
で

　

海
岸
は
、
砂
浜
や
磯
場
・
が
け
地
、
潮
の
流

れ
な
ど
が
さ
ま
ざ
ま
な
た
め
、
安
全
に
海
水
浴

を
す
る
場
所
が
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
市
で

は
、
水
難
事
故
防
止
の
た
め
、
遊
泳
に
適
し
た

海
岸
を
海
水
浴
場
の
区
域
と
定
め
、
遊
泳
期
間

を
決
め
て
毎
年
開
設
し
て
い
ま
す
。

海
水
浴
場
は
、
安
全
性
を
最
優
先
し
て
開
設
す

る
た
め
、「
比
較
的
波
が
穏
や
か
」「
異
常
に
速

い
潮
の
流
れ
で
は
な
い
」「
が
け
な
ど
崩
落
の

恐
れ
が
な
い
」「
水
質
が
優
れ
て
い
る
」
海
岸

を
「
遊
泳
区
域
」
と
定
め
、
そ
の
区
域
の
外
周

に
ロ
ー
プ
を
張
り
、「
う
き
玉
」
や
「
旗
」
な

ど
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　

必
ず
区
域
内
で
遊
泳
を
し
て
く
だ
さ
い
。
区

域
外
は
す
べ
て
遊
泳
禁
止
と
な
り
、
水
難
事
故

の
ほ
と
ん
ど
が
遊
泳
禁
止
区
域
で
発
生
し
て
い

ま
す
。

旗
色
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

遊
泳
に
適
し
て
い
る
か
な
ど
を
お
知
ら
せ
す

る
た
め
、
監
視
所
付
近
に
、
標
旗
が
掲
げ
ら
れ

ま
す
。

青
旗　

遊
泳
に
適
す

黄
旗　

十
分
注
意
し
て
遊
泳
す
る
必
要
あ
り

赤
旗　

高
波
な
ど
で
非
常
に
危
険
な
状
態
・
濃

霧
・
低
水
温
・
時
間
外
な
ど
の
た
め
遊
泳
禁

止
オ
レ
ン
ジ
フ
ラ
ッ
グ

　

津
波
警
報
、
注
意
報
が
発
表
。

「
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
」
の
指
示
に
従
い
ま

し
ょ
う

　

各
海
水
浴
場
に
は
、
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
が

配
置
さ
れ
、
場
内
と
そ
の
周
辺
の
パ
ト
ロ
ー

ル
や
救
助
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

遊
泳
区
域
外
で
の
水
浴
遊
泳
、
危
険
な
磯

場
な
ど
で
の
海
水
浴
、
区
域
内
で
の
危
険
行

為
・
迷
惑
行
為
な
ど
禁
止
行
為
は
注
意
を
受

け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
安
全
へ
の
配
慮
の

た
め
や
海
水
浴
を
楽
し
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の

た
め
の
注
意
・
お
願
い
で
す
の
で
、
指
示
に

従
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

津
波
に
備
え
て
事
前
の
避
難
場
所
の
確
認
を

　

海
水
浴
を
楽
し
む
前
に
、
海
水
浴
場
ご
と

に
指
定
さ
れ
た
避
難
場
所
（
高
台
）
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
避
難
場
所
に
つ
い
て
は
、

海
水
浴
場
に
表
示
し
ま
す
。

　
問
合
せ

　
（
一
社
）
勝
浦
市
観
光
協
会

　

☎
73

−

２
５
０
０

夏夏
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お
知
ら
せ

インフォメーションガーデン

 
自
衛
官
採
用
試
験

 

入
札
結
果
の
公
表

千
葉
県
就
農
相
談
フ
ェ
ア

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

千
葉
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支

援
セ
ン
タ
ー（
ひ
き
こ
も
り

に
関
す
る
電
話
相
談
窓
口
）

　

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
、
左
記

の
と
お
り
自
衛
官
な
ど
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

▽
航
空
学
生
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）

応
募
資
格

　

海
：
高
卒（
見
込
含
む
）23
歳
未
満

　

空
：
高
卒（
見
込
含
む
）21
歳
未
満

受
付
期
限

　

９
月
６
日
㈮
ま
で

試
験
期
日（
１
次
試
験
）

　

９
月
16
日
㈷

▽
一
般
曹
候
補
生

応
募
資
格

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

受
付
期
限

　

９
月
６
日
㈮
ま
で

試
験
期
日（
１
次
試
験
）

９
月
20
日
㈮
〜
22
日
㈰
の
う
ち

指
定
さ
れ
る
１
日

▽
自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

受
付
期
間

　

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す

試
験
期
日

　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

自
衛
隊
茂
原
地
域
事
務
所

　
（
千
葉
地
方
協
力
本
部
）

　

☎
０
４
７
５

−

25

−

０
４
５
２

件
名
／
場
所
／
期
間

落
札
業
者
名
／
契
約
金
額

▽
市
営
漁
港
機
能
維
持
補
修
設
計
業

務
委
託

 

・
松
部
漁
港　

松
部
地
先

　

６
／
19
～
12
／
16

　

㈱
ア
ル
フ
ァ
水
工
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
東
京
本
社

　

４
，
２
１
２
，
０
０
０
円

問
合
せ　

財
政
課
契
約
検
査
係

　
　
　
　

☎
73

−

６
６
４
９

日
時　

８
月
３
日
㈯　

10
時
～
16
時

会
場　

千
葉
市
蘇
我
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
４
階(

蘇
我
駅
西

口
徒
歩
５
分)

参
加
条
件　

農
業
法
人
な
ど
で
働

く
こ
と
に
興
味
が
あ
る
方

内
容　

雇
用
の
受
入
希
望
が
あ
る

県
内
の
農
業
法
人
・
個
人
農
家

が
ブ
ー
ス
を
設
け
、
農
業
法
人

な
ど
で
働
く
こ
と
に
興
味
が
あ

る
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
参
加
無
料
・
予
約
不
要

問
合
せ

　
（
公
社
）
千
葉
県
園
芸
協
会

　

☎
０
４
３

−

２
２
３

−

３
０
０
８

　

平
成
31
年
度
危
険
物
取
扱
者
保

安
講
習
が
10
月
４
日
㈮
に
長
生
村

文
化
会
館
に
て
行
わ
れ
ま
す
。
危

険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
を
受
け
、

危
険
物
の
取
り
扱
い
に
従
事
さ
れ

て
い
る
方
は
、
保
安
に
関
す
る
講

習
（
保
安
講
習
）
を
受
講
し
た
日

以
降
に
お
け
る
最
初
の
４
月
１
日

か
ら
３
年
以
内
に
受
講
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

受
付
期
間

　

８
月
19
日
㈪
～
23
日
㈮

受
付
場
所　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
２
階

　

専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
相
談
員

が
、
ひ
き
こ
も
り
で
悩
ん
で
い
る
ご

本
人
や
ご
家
族
か
ら
の
電
話
相
談
に

応
じ
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
相
談

内
容
に
応
じ
、
医
療
・
教
育
・
労
働
・

福
祉
な
ど
の
適
切
な
関
係
機
関
を
紹

介
し
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ひ

き
こ
も
り
地
域
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
受
付
日
・
時
間

　

月
曜
～
金
曜

　

９
時
30
分
～
16
時
30
分
ま
で

※
第
１
金
曜
は
13
時
～
16
時
30
分

　

祝
日
・
年
末
年
始
（
12
月
29
日
～

１
月
３
日
）
は
休
み

対
象
者

　

原
則
と
し
て
18
歳
以
上
の
方

問
合
せ　

千
葉
県
ひ
き
こ
も
り
地
域

支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
３

−

２
０
９

−

２
２
２
３

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

in
南
房
総
２
０
１
９

　

大
人
も
子
ど
も
も
み
ん
な
一
緒
に

汗
を
流
し
て
海
岸
や
周
辺
を
き
れ
い

に
し
ま
し
ょ
う
。
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

も
企
画
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

主
催　

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
in

南
房
総
実
行
委
員
会
（
元
吉
正
幸

委
員
長
）

日
時　

７
月
13
日
㈯　

８
時
受
付

　

８
時
15
分
開
会
（
小
雨
決
行
）

メ
イ
ン
会
場　

勝
浦
中
央
海
岸
東
側

清
掃
場
所　

勝
浦
中
央
海
岸
お
よ
び

　

周
辺
地
域

問
合
せ　

元
吉
正
幸

　

☎
０
９
０

−

８
０
５
２

−

８
４
５
９

予
防
課
（
夷
隅
郡
大
多
喜
町
船

子
73

−

２
）

講
習
手
数
料　

千
葉
県
収
入
証
紙

　

４
，
７
０
０
円
分

※
受
講
申
請
書
は
、
消
防
本
部
・
勝

浦
消
防
署
・
大
原
消
防
署
・
大
多

喜
分
署
・
御
宿
分
署
・
夷
隅
分
署
・

岬
分
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
80

−

０
１
３
２

「勝浦市プレミアム商品券」取扱店を募集します！
　勝浦市では、消費喚起や生活支援を推進することを目的に、８
月および１０月にプレミアム商品券の販売をそれぞれ開始します。
　つきましては「プレミアム商品券」の取扱店（使えるお店）
を募集しますので、７月１９日（金）までに勝浦市商工会へお
申し込みください。

申込・問合せ　勝浦市商工会　☎７３－０１９９
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第
14
回
「
み
ど
り
香
る

ま
ち
づ
く
り
」
企
画
コ

ン
テ
ス
ト
の
募
集

　

住
み
よ
い
か
お
り
環
境
を
創
出
し

よ
う
と
す
る
地
域
の
取
り
組
み
を
支

援
す
る
た
め
、
か
お
り
の
樹
木
・
草

花
な
ど
を
用
い
た
、
街
区
・
近
郊
地

区
な
ど
の
「
み
ど
り
香
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
演
出
す
る
企
画
を
募
集
し
ま

す
。
ま
た
、
本
年
度
は
「
特
別
賞
」

を
創
設
し
、
上
記
に
加
え
て
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

第
69
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

第
14
回
夏
休
み
エ
コ
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

我
が
家
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
９

　

毎
年
７
月
は
、「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
強
化
月
間
で
す
。
ま

た
、
平
成
28
年
12
月
に
施
行
さ
れ
た

再
犯
防
止
推
進
法
に
よ
り
、
国
民
の

間
に
再
犯
防
止
な
ど
に
つ
い
て
の
関

心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
毎
年
７

月
が
再
犯
防
止
啓
発
月
間
と
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
改

善
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
チ
カ
ラ
を

合
わ
せ
、犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・

安
心
な
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

皆
さ
ま
も
、
本
運
動
の
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
安
全
・
安
心
で
明

る
く
住
み
や
す
い
ま
ち
と
な
る
よ

う
、
ご
自
身
で
何
が
で
き
る
か
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ　

第
69
回
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
事
務
局

　

☎
０
４
３

−

２
０
４

−
７
７
９
５

　

夏
休
み
エ
コ
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
運

営
事
務
局
で
は
、「
未
来
の
ご
み
箱
」

を
テ
ー
マ
に
、
千
葉
県
の
豊
か
な
自

然
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
「
ど
の
よ

う
な
ご
み
箱
が
あ
っ
た
ら
よ
い
か
」

「
ご
み
箱
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」

な
ど
自
由
に
描
い
た
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

応
募
資
格　

県
内
の
学
校
に
通
う
小

学
１
年
生
～
６
年
生

応
募
規
格　

八
つ
切
り
画
用
紙

　
（
縦
横
自
由
、
一
人
一
作
品
の
み
）

受
付
期
限　

９
月
20
日
㈮
必
着

※
詳
細
は
公
式
Ｈ
Ｐ
（w

w
w

.
arax-g.jp

）を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

夏
休
み
エ
コ
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
運
営
事
務
局

　

☎
０
４
３

−

２
４
２

−

６
８
１
０

　
（
平
日
10
時
〜
17
時
）

　

家
庭
の
電
気
使
用
量
の
約
13
％
を

占
め
る
照
明
器
具
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換

す
る
こ
と
で
、ス
マ
ー
ト
に
省
エ
ネ
・

節
電
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
期
間
中
に
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
の
照
明
器
具
（
シ
ー
リ
ン
グ
ラ

イ
ト
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
ラ
イ
ト
）
に
買

い
替
え
た
家
庭
を
対
象
に
、
抽
選
で

50
名
様
に
「
食
の
ち
ば
の
逸
品
を
発

掘
２
０
１
９
」
受
賞
品
を
差
し
上
げ

ま
す
。

参
加
方
法

①
チ
ラ
シ
を
入
手
す
る
。

②
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
照
明
器
具
（
シ
ー
リ
ン

グ
ラ
イ
ト
ま
た
は
ペ
ン
ダ
ン
ト
ラ

イ
ト
）
に
買
い
替
え
る
。

③
チ
ラ
シ
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
た
上
で
、「
購
入
日
」

と
「
購
入
し
た
製
品
の
型
番
」
の

記
載
の
あ
る
購
入
を
証
明
す
る
書

類
（
レ
シ
ー
ト
や
納
品
書
な
ど
の

コ
ピ
ー
）
と
と
も
に
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
報
告
す
る
。

チ
ラ
シ
入
手
先

 

・
県
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

 

・
地
域
振
興
事
務
所
県
政
コ
ー
ナ
ー

 

・
勝
浦
市
役
所
生
活
環
境
課
窓
口

実
施
期
間

　

７
月
１
日
㈪
～
９
月
30
日
㈪

報
告
期
限

　

10
月
７
日
㈪
ま
で
（
消
印
有
効
）

報
告
・
問
合
せ

　

千
葉
県
循
環
型
社
会
推
進
課

　

〒
２
６
０

−

８
６
６
７　

千
葉
市

中
央
区
市
場
町
１

−

１

　

☎
０
４
３

−

２
２
３

−

４
６
４
５

　
　

０
４
３

−

２
２
１

−

３
９
７
０

　
　

https://w
w

w
.pref.chiba.

lg.jp/

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
香
り
植
物
を

用
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り

の
ア
イ
デ
ア
を
含
め
た
企
画
を
選
定

し
ま
す
。

応
募
要
件

①
か
お
り
の
樹
木
・
草
花
な
ど
（
原

則
と
し
て
総
計
30
本
以
上
）
を
使

用
す
る
企
画

②
今
後
実
施
を
想
定
し
て
お
り
、
植

栽
場
所
を
確
保
し
て
い
る
企
画

（
す
で
に
実
施
し
て
い
る
事
業
に

つ
い
て
は
、
植
え
替
え
や
拡
大
な

ど
を
想
定
し
て
い
る
事
業
）
で
あ

る
こ
と
。

※
特
別
賞
に
つ
い
て
は
、
①
の
み
で

可
。

応
募
主
体　

地
方
公
共
団
体
、
民
間

企
業
、
学
校
法
人
、
商
店
会
、
町

内
会
等
の
住
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

福
祉
等
の
各
種
団
体
・
法
人
な
ど

応
募
期
限

　

９
月
13
日
㈮
ま
で

※
当
日
消
印
有
効

応
募
方
法　

環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.env.go.jp/air/

akushu/m
idori_m

achi/index.
htm

l

）
の
募
集
要
項
に
従
い
、
電

子
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
で
応
募

応
募
先　
（
公
社
）
に
お
い
・
か
お

り
環
境
協
会

　

〒
１
６
９

−

０
０
７
５　

東
京
都

新
宿
区
高
田
馬
場
２

−

14

−

２　

新
陽
ビ
ル
１
１
０
６
号

　
　

m
idori_kaoru@

orea.or.jp
問
合
せ

▽
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て
の
相
談

　

環
境
省 

水
・
大
気
環
境
局
大
気

環
境
課
大
気
生
活
環
境
室
み
ど
り

香
る
ま
ち
づ
く
り
担
当

　

☎
03

−

５
５
２
１

−

８
２
９
９

　
　

M
IDORI-KA

ORU@
env.go.jp

▽
樹
木
・
草
花
に
つ
い
て
の
相
談

　
（
一
社
）
日
本
植
木
協
会

　

☎
03

−

３
５
８
６

−

７
３
６
１千葉

FaxHP
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　◇当番医の紹介◇ 夜間・日曜・祝日など
　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部
　☎８０－０１１９
◇納税・納付◇
○固定資産税　　：２期　納期　７月３１日（水）
○国民健康保険税：１期　納期　７月３１日（水）
○後期高齢者　　：１期　納期　７月３１日（水）
　医療保険料
※口座振替をご利用の方は、残高の確認をお願いします。

問合せ　税務課収納係　☎７３−６６２２

第１日曜日 ７月　７日 8：30～12：30
※第１日曜日のみ、
　マイナンバーカードの
　交付を行っています。

第３日曜日 ７月２１日

第１日曜日 ８月　４日

 ・住民票、戸籍、印鑑証明の交付を受けることができます。
 ・交付の際、本人確認のできる運転免許証などの提示が
　必要です。

問合せ　市民課市民係　☎７３－６６１２　

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ

一
．
令
和
２
年
歌
会
始
の
お
題

　
「
望
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た

※
お
題
は
「
望の
ぞ
み
」
で
す
が
、
歌
に

詠
む
場
合
は
「
望
」
の
文
字
が

詠
み
込
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く
、

「
希
望
」、「
望
郷
」
の
よ
う
な
熟

語
に
し
て
も
、
ま
た
、「
望
む
」

の
よ
う
に
訓
読
し
て
も
差
し
支

え
あ
り
ま
せ
ん
。

二
．
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

①
詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込
ん

だ
自
作
の
短
歌
で
一
人
一
首
と

し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま

す
。

②
書
式
は
、半
紙（
習
字
用
の
半
紙
）

を
横
長
に
用
い
、
右
半
分
に
お

題
と
短
歌
、
左
半
分
に
郵
便
番

号
、住
所
、電
話
番
号
、氏
名
（
本

名
、
ふ
り
が
な
つ
き
）、
生
年
月

日
、
性
別
お
よ
び
職
業
（
な
る

べ
く
具
体
的
に
）
を
縦
書
き
で

書
い
て
く
だ
さ
い
（
書
式
図
参

照
）。

　
　

無
職
の
場
合
は
、「
無
職
」
と

書
い
て
く
だ
さ
い
（
以
前
に
職

業
に
就
い
た
こ
と
が
あ
る
場
合

に
は
、
な
る
べ
く
元
の
職
業
を

書
い
て
く
だ
さ
い
）

　
　

な
お
、
主
婦
の
場
合
は
、
単

令
和
２
年
歌
会
始
の
お
題
お
よ
び

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

に
「
主
婦
」
と
書
い
て
も
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

③
用
紙
は
、
半
紙
と
し
、
記
載
事

項
は
す
べ
て
毛
筆
で
自
書
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
海
外
か

ら
詠
進
す
る
場
合
は
、
用
紙
は

随
意
（
た
だ
し
、
半
紙
サ
イ
ズ

24
㎝
×
33
㎝
の
横
長
）
と
し
、

毛
筆
で
な
く
て
も
差
し
支
え
あ

り
ま
せ
ん
。

④
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め

毛
筆
に
て
自
書
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
左
記
に
よ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ア
．
代
筆
（
墨
書
）
に
よ
る
。
代

筆
の
理
由
、
代
筆
者
の
住
所
お

よ
び
氏
名
を
別
紙
に
書
い
て
詠

進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。

イ
．
本
人
が
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ

ン
な
ど
を
使
用
し
て
印
字
す
る
。

こ
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
機
器
を

使
用
し
た
理
由
を
別
紙
に
書
い

て
詠
進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。

ウ
．
視
覚
障
害
の
方
は
、
点
字
で

詠
進
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
。

三
．
注
意
事
項

　
　

次
の
場
合
に
は
、
詠
進
歌
は

失
格
と
な
り
ま
す
。

①
お
題
を
詠
み
込
ん
で
い
な
い
場

合
・
短
歌
の
定
型
で
な
い
も
の

ま
た
用
紙
が
縦
長
の
場
合

②
一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場

合
や
毛
筆
で
な
い
場
合

③
詠
進
歌
が
す
で
に
発
表
さ
れ
た

短
歌
と
同
一
ま
た
は
著
し
く
類

似
し
た
短
歌
で
あ
る
場
合

④
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
わ
れ
る

以
前
に
、
新
聞
、
雑
誌
そ
の
他

の
出
版
物
、
年
賀
状
な
ど
に
よ

り
発
表
し
た
場
合

⑤
二
．
④
に
記
し
た
代
筆
の
理
由

書
を
添
え
た
場
合
を
除
き
、
同

筆
と
認
め
ら
れ
る
す
べ
て
の
詠

進
歌

⑥
住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
性
別
、
職
業
を
書
い

て
な
い
も
の
、
そ
の
他
こ
の
詠

進
要
領
に
よ
ら
な
い
場
合

四
．
詠
進
の
期
間

　
　

お
題
発
表
の
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、

消
印
が
９
月
30
日
ま
で
の
も
の

を
有
効
と
し
ま
す
。

五
．
郵
便
の
あ
て
先

　
「
〒
１
０
０
‐
８
１
１
１　

宮
内

庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」

と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。
詠

進
歌
は
、
小
さ
く
折
っ
て
封
入

し
て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

六
．
疑
問
が
あ
る
場
合
に
は
、
直

接
、
宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、

郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
を
書
き
、

返
信
用
切
手
を
は
っ
た
封
筒
を

添
え
て
、
９
月
20
日
ま
で
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

利
用
目
的

　
　

二
．
②
で
記
載
い
た
だ
い
た

個
人
情
報
は
、
歌
会
始
の
た
め

に
必
要
な
範
囲
で
利
用
し
ま
す
。

　

利
用
お
よ
び
提
供
の
制
限

　
　

法
令
に
基
づ
く
開
示
要
請
が

あ
っ
た
場
合
そ
の
他
特
別
な
理

由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
利
用

目
的
以
外
の
目
的
の
た
め
に
自

ら
利
用
し
、
ま
た
は
第
三
者
に

提
供
し
ま
せ
ん
。

　

お
題
「
望
」

　
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

〒　

住　
　

所

　
　

電
話
番
号

　
　
　
　
　

氏ふ
り　

名が
な

　
　
　
　
　
　

生
年
月
日

　
　
　
　
　
　

性
別

　
　

職　

業

【
書
式
図（
横
長
）】

（
山
折
り
）
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勝浦ウイイレ Championship ２nd が
開催されました !!

勝浦ウイイレ Championship ２nd が
開催されました !!

勝浦ｅスポーツCHALLENGE第３弾

　６月１６日（日）、かつうら商店（元玉川ストアー）を会場に恒例
となりつつある、勝浦ｅスポーツCHALLENGE第３弾が、勝浦中央
商店会（小原俊浩会長）の主催で行われました。
　司会に前回に引き続き、ものすごく速く“あむろなみえ”と言える
芸人「浜ロン」、実況解説に、日本を代表し世界でもトップクラスのプ
ロゲーマー「Mayageka」選手を呼んでの第３回目となるｅスポー
ツ大会は、今年の「いきいき茨城ゆめ国体（第７４回国民体育大会）」
の文化プログラムにて行われる「全国都道府県対抗ｅスポーツ選手
権２０１９ ＩＢＡＲＡＫＩ」での正式種目となっているウイニング
イレブン２０１９で、“勝浦を制して国体千葉代表選にエントリー
しよう！”を合言葉に開催されました。
　初代チャンピオンとなった「ピグモン」選手が今回も参戦し、２連
覇を狙っての好調な勝ち上がりを見せましたが、準決勝で惜しくも
「ネイマール」選手に２－１での敗退、決勝戦は３－２、４－３、２－０
と接戦を制しながら勝ち上がってきた「外房線の神」選手と「ネイ
マール」選手の対戦となりました。
　先制から３点までを許してしまった「外房線の神」選手が、後半ま
だ時間を残して３－２まで巻き返すなど激戦の様子を呈しました
が、終盤にダメ押しの１点を押し込まれ、終わってみれば「ネイマー
ル」選手の圧勝となりました。
　早くも気になる次の大会は、８月２４日（土）に“ぷよぷよ”で開催
の予定です。

　６月１６日（日）、かつうら商店（元玉川ストアー）を会場に恒例
となりつつある、勝浦ｅスポーツCHALLENGE第３弾が、勝浦中央
商店会（小原俊浩会長）の主催で行われました。
　司会に前回に引き続き、ものすごく速く“あむろなみえ”と言える
芸人「浜ロン」、実況解説に、日本を代表し世界でもトップクラスのプ
ロゲーマー「Mayageka」選手を呼んでの第３回目となるｅスポー
ツ大会は、今年の「いきいき茨城ゆめ国体（第７４回国民体育大会）」
の文化プログラムにて行われる「全国都道府県対抗ｅスポーツ選手
権２０１９ ＩＢＡＲＡＫＩ」での正式種目となっているウイニング
イレブン２０１９で、“勝浦を制して国体千葉代表選にエントリー
しよう！”を合言葉に開催されました。
　初代チャンピオンとなった「ピグモン」選手が今回も参戦し、２連
覇を狙っての好調な勝ち上がりを見せましたが、準決勝で惜しくも
「ネイマール」選手に２－１での敗退、決勝戦は３－２、４－３、２－０
と接戦を制しながら勝ち上がってきた「外房線の神」選手と「ネイ
マール」選手の対戦となりました。
　先制から３点までを許してしまった「外房線の神」選手が、後半ま
だ時間を残して３－２まで巻き返すなど激戦の様子を呈しました
が、終盤にダメ押しの１点を押し込まれ、終わってみれば「ネイマー
ル」選手の圧勝となりました。
　早くも気になる次の大会は、８月２４日（土）に“ぷよぷよ”で開催
の予定です。

準優勝「外房線の神」選手

世界トッププロが教えてくれてるよ

実況を盛り上げる浜ロンとMayageka 選手

外のモニターでもみんなで観戦

優勝！「ネイマール」選手
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Katsuura 
Topics

　５月２６日、近年多発している大規模な大雨などに
よる土砂災害から身を守るため、大森区で土砂災害
避難訓練が行われました。「避難勧告」が発令された
ことを想定し、大森青年館までの避難路を確認。その
後、土砂災害や国民保護に関する講話が行われると、
参加者の皆さんは真剣に聞き入っていました。また、
講話終了後に災害用備蓄食料を試食して、災害時の食
事についても理解を深めた様子でした。

　６月６日、地域貢献活動の一環として、いすみ農業
協同組合（花﨑隆代表理事組合長）より市内の小中学
校へ、防犯ブザー１５０個が寄贈されました。最近、
子どもたちが犠牲となる悲惨なニュースが頻繁に報
じられています。こうした事件は断じて許すことがで
きません。また、夷隅郡内でも不審者の目撃情報が発
生しています。この防犯ブザーが、地域で子どもたち
を見守るためのお助けアイテムとなるよう活用させ
ていただきます。

命をまもるために

大森区で
土砂災害避難訓練

子どもを守るために

いすみ農業協同組合より
防犯ブザーの寄贈

瑞宝単光章
篠宮　一浩さん（上植野）
〔元日本郵政公社職員〕

　内閣府から令和元年春の叙勲の受章者が発表され、市内では杉本榮さん、篠宮一浩さんの
２人が栄誉に輝きました。

春の叙勲

瑞宝双光章
杉本　榮さん（浜行川）

〔元勝浦市副市長〕

おめでとうございます
～長年の功労が称えられる～

熱心に聞き入る参加者花﨑組合長（左）より受け取る
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Katsuura Topics

　平成３０年７月に勝浦市へ５００万円を寄附され
た野村守さん（千葉市在住）に国から紺綬褒章が授
与され、６月８日に伝達式が行われました。野村さん
は、興津地区を中心に助産師として活躍された母の故
野村のふ子さんの「乳幼児のために役立ててほしい」
という遺志を継ぎ、遺産から寄付をされました。紺綬
褒章は国の褒章制度のひとつで、国、地方公共団体や
公益団体などに対して、公益のために私財を寄附され
た団体や個人に授与される褒章です。

　６月６日、キュステでは心あたたまる時間が流れて
いました。勝浦市ボランティア連絡協議会（関野敬子
会長）主催の「ほっとパーティー」が、今年も行われ、
ボランティアの方々が歌や踊りやお茶などの心あた
たまるおもてなしで、福祉施設入所者の方々を迎え、
会場は終始なごやかな雰囲気に包まれていました。中
でも、じゃんけん大会やビンゴゲームは、参加者全員
で大いに盛り上がっていました。

紺綬褒章を受章

野村守さんへ
紺綬褒章を伝達

心あたたまるおもてなし

第18 回
ボラ連ほっとパーティー

　早くも砂浜が裸足で歩けないほど日差しの強かっ
た６月６日、鵜原海岸で勝中２年生の９９人が地引
網を体験しました。鵜原区と地元の漁師の方々に教
わりながら、みんなで力を合わせて網を引く生徒た
ち。最初は波打ち際から遠く、どこか作業的だった
もののだんだんと掛け声や歓声があがりだし、終わ
る頃にはひざまで海に入ってはしゃいでいました。
この日は大きなボラが目立っていましたが、クロダ
イやキス、カレイなども入って１００匹ほどが掛か
り、大漁となりました。

　いすみ市大原文化センターで６月６日、今年も「よい
歯のコンクール地区審査会」が開催されました。毎年、
６月４日から１０日までの「歯と口の健康週間」の一環
として行われるこの審査会に、勝浦市からは各小中学校
から男女１人ずつ、親と子の部に１組、高齢者の部に
１人が参加し、児童・生徒の部で総野小学校の清家琢己
さんが見事１位に輝きました。
　健康な身体を維持するために、日ごろからきめ細かな
手入れをを心がけ、丈夫な歯を持続できるようにしま
しょう。

いつまでも　続くけんこう　歯の力

令和元年度 よい歯のコンクール
ほーら、大漁！

勝浦中学生、地引網に挑戦

男子１位　清家琢己さん引けば引くほど高まる期待♪

お次は何番？（ビンゴゲーム）野村さん（左）へ猿田市長から伝達
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五輪
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　ボート競技は、水上の直線コースでオールを使ってボートをこぎ、順位を競う競技で
す。カヌーとは違い、進行方向に背中を向けてこぐのが特徴です。北欧の海賊による腕
試しレースが起源といわれ、湖沼が多くボートレースに適したヨーロッパを中心に普及
しました。近代的なボート競技は 18 世紀のイギリスで誕生し、1716 年にロンドンの

介護用品リサイクル事業移行のおしらせ
今年度より社会福祉協議会

（☎︎７３－６１０１）で取りあつかっています。
不用になったオムツなど引き続き募集しています。

肩甲骨の柔軟性は向上すると・・・
・歩行時に腕を大きく振れるようになり、姿勢
が安定します。
・腕の可動域が広くなり、高いところの物を
取るのが楽になります。

問い合わせ先　勝浦市地域包括支援センター　☎７３－６６１５（高齢者支援係）

肩甲骨の動きを改善するストレッチ体操
１日２～３度　繰りかえし行い肩関節をリラックスさせましょう

肩甲骨の上下　（５～ 10回）

息を吸う

両肩を耳に近づける
ように肩をすくめる

息を吐く

肩と腕の力を抜くと
同時に息を吐く
呼吸をしっかりと意識
することが重要

肩甲骨の開閉　（５～ 10回）

息を吐く

肩から腕を前方
へ伸ばす

息を吸う

胸を開くように
してひじを後方
へ引く

息を
吐く

肩甲骨の回旋　（５～ 10回）

両腕を頭の
上で交差さ
せる

肩甲骨を寄せ
るように腕を
大きくまわす

第三弾は ボート です！肩甲骨まわりのストレッチで姿勢改善！

テムズ川でレースが行われたといわれています。ボート競技で重要なのはオールをこぐ際の肩甲骨の柔軟性で
す。肩甲骨の柔軟性は加齢とともに悪くなり、猫背や肩こりの原因にもなると言われています。ストレッチを
行うことで動きをスムーズにしましょう！
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